
 

 

 

平成２７年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要 

 

指定期間 ふりがな とっとりけんりつとっとりにしこうとうがっこう 
②所在都道府県 鳥取県 

27～31 ①学校名 鳥取県立鳥取西高等学校 
③対象 

学科名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 全日制課程普通学科普通科 

１年 319 人 ２年 318 人 ３年 321 人 

          （合計 958 人） 
普通学科 319 318 321 - 958 

⑥研究開発

構想名 
地域・世界とつながり新しい価値を創造するグローバル・リーダーの育成 

⑦研究開発

の概要 

本校の目指すグローバル・リーダーに必要な思考力・コミュニケーション能力・情報

活用能力等の知的能力、社会の種々の場面で活用できる実践力、および探究心や協調

性などの姿勢・態度を「協同的・探究的な学習」「課題研究」「海外交流」等により

養うためのカリキュラムや手法を実証的に研究する。 
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全
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(1) 目的・目標 

本研究では、全校生徒を対象にグローバル・リーダーに必要な知的総合力、および探

究心や協調性や行動力などの姿勢・態度の育成に効果的なカリキュラム開発に取組む。

特に、「グローバル化の中の地域創生」を課題研究のテーマとして、地域・世界につな

がり、探究的な活動を通じて、行動力と創造力をもって問題解決に臨める人材を育成す

る。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

・現状と課題 

現在、社会はグローバル化し、過疎化する地方の問題や経済格差の問題など、従来の

視点や手法では対応の難しい課題も多く、その解決に向けて他者と協同しながら、新し

い価値を創造できる力が求められている。本校では、平成２４年度より「協同的学習」、

平成２５年度より「課題研究」等に取組んできたが、効果的なカリキュラムの開発に課

題があり、実践的研究の深化が必要である。 

・研究開発の仮説 

「日常の学習における協同的・探究的活動」「学校内外の多様な人との交流を伴う課

題研究」「グローバル社会を直接体験する海外交流」の充実によって、グローバル・リ

ーダーに必要な知的総合力や主体的にコミュニティに参画し、新たな可能性や価値を見

出す力を身に付けた人材を育成することができる。 

(3) 成果の普及 

・課題研究発表会（ポスターセッション）を開催し、広く公開する。 

・本校の取組みや研究成果をホームページ等で公表する。 

・毎年の成果発表会で、研究成果の普及を図るとともに、その成果物を冊子にまとめ、

広く配布をする。 

・県内他校主催の「国際高校生フォーラム」（韓国や県内外の高校生が参加し、現代

社会の諸課題の解決策を模索する取組）へ参加して、成果を発表する。 

 

⑧

-2

課

題

研

究 

(1) 課題研究内容 

「グローバル化の中の地域創生」を課題研究の学校統一テーマとする。  

鳥取大学乾燥地研究センターは、これまで鳥取の砂丘地での農業技術の研究・開発に

取組み、現在、世界の乾燥地における砂漠化防止や農業生産の向上、健康問題などの課

題の克服に向けて取組んでいる。この活動によって、困難な状況の中で新たな可能性や

価値を見出しグローバルに展開し、地域や世界に貢献してきた。これをひとつのモデル

として学校統一テーマを設定した。さらに、この統一テーマの下に三つの大テーマＡ，

Ｂ，Ｃを設定して課題研究に取組む。 



Ａ．「グローバルな社会における豊かな地域づくり」 

Ｂ．「持続可能な社会と環境」 

Ｃ．「グローバル化の中の人間と科学」 

(2) 実施方法・検証評価 

・実施方法 

課題研究は「思索と表現」の名称で「総合的な学習の時間」に実施する。 

＜前期＞１年生は「思索と表現」を進めていくうえで必要な基礎力を養成する。２・３

年生は、テーマ別に縦割りで班を編成し、連携指導者の助言を受けながら調査・研究す

る。前期末の発表に向けてポスターを制作し、発表を行う。発表は、県内の高等学校や

近隣の中学校、保護者などへ公開する。 

＜後期＞全校生徒を対象に統一テーマに関連する本の著者を招いて「著者と語る講演会」

を開催する。生徒の主体的な取組となるよう生徒実行委員会を編成する。また、１・２

年生は、クラスや学年で活動し、テーマに関連したレポートや論文を作成し、輪読会な

どで議論を深め優秀作品を選出する。 

・検証評価 

課題研究の評価は、生徒によるポートフォリオを使った自己評価、ルーブリック評価、 

アンケート調査を行い、分析・検討の上、課題となる問題点を特定し、次年度へのプロ

グラムの検証・改善を行う。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

なし 
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 

（ⅰ）日常の授業における協同的・探究的学習の推進 

日常の授業において、積極的に協同学習や探究学習を取り入れる。また、ＩＣＴの活

用を推進し、情報活用力を高めるとともに、協同的・探究的学習の深化を図る。 

（ⅱ）外国語によるコミュニケーション能力・論理的思考力の向上のための授業研究 

英語の授業において、英語でのコミュニケーション能力と論理的思考力を養い、グロ

ーバルイシューを含む社会的課題に対する関心を高め、理解を深めることを目的とする。 

（ⅲ）海外交流の実施 

学校内外における様々な海外交流の機会を提供し、交流に積極的な生徒だけではなく、

一歩踏み出せない生徒に対しても、行動・実践する意欲を高めることを目的とする。 

（ⅰ）～（ⅲ）について、生徒のアンケートやルーブリック評価を実施し、評価・検

証を行う。 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 

なし 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方

法 

（ⅰ）外国人留学生の受け入れ 

 ＡＦＳやＹＦＵ等の長期留学生を、積極的に受け入れる。 

（ⅱ）各種講演会と座談会の開催 

 ＪＩＣＡ職員や青年海外協力隊経験者による講演会および座談会など、世界につなが

る経験として実施する。 

（ⅲ）自主的参加の国際理解・異文化交流イベントへの参加 

各種国際交流イベントを生徒へ紹介し、自主的参加を推奨し、各種ボランティアスタ

ッフとしての参加など、生徒が自主的に参加する場を提供していく。 

⑨その他 

特記事項 

本校は、平成２４年度から「協同的な学習」の研究、平成２５年度から「課題研究（思

索と表現）」に取組み、平成２６年度は文部科学省ＳＧＨ事業のアソシエイト校の指定

を受け、県教育委員会の支援の下に生徒海外研修（豪州アデレード大学研修）やＩＣＴ

の活用に関する研究に取組み、グローバル人材の育成を図っている。 

 


